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いづみ路　～童仙房高原の自然とお菓子作り体験～

　

七
月
二
十
日
、
村
道
大
河
原
東
和

束
線
︵
山
城
谷
北
向
～
岩
坂
地
内
︶

で
京
都
府
の
代
行
事
業
で
あ
る
地
方

道
路
交
付
金
事
業
に
よ
り
完
成
し
た

﹃
野
殿
橋
﹄
の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

来
賓
の
挨
拶
の
後
、
関
係
区
長
さ

ん
や
京
都
府
関
係
機
関
の
方
々
に
よ

り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
工
事
は
平

成
二
十
二
年
度

に
工
事
着
手
さ

れ
、
工
事
費
は
約

八
五
〇
〇
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
月
は
人
権
強
調
月
間
で
、
村
で
も
人

権
教
育
研
修
会
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
、

多
く
の
み
な
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
月
二
日
に

村
の
人
権
啓
発

事
業
と
共
催
で

開
催
さ
れ
た
や

ま
な
み
大
学
で

は
、
認
知
症
予

防
や
接
し
方
に

つ
い
て
中
央
福

祉
専
門
学
校
専

任
教
員　

渡
辺

先
生
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
知
証
の
予
防
は
「
毎
日
を
感

情
的
に
暮
ら
す
」「
趣
味
・
生
き
が
い
を

見
つ
け
る
」
な
ど
脳
を
活
発
に
働
か
せ
る

こ
と
が
大
切
だ
そ
う

で
す
。

　

村
民
の
誰
も
が
人

権
を
侵
害
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
明
る
い
村

を
つ
く
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
普
段

か
ら
人
権
を
意
識
し

て
行
動
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

〜
８
月
人
権
強
調
月
間

　
　
　
　
　
　

を
終
え
て
〜

権
教
育
研
修
会

野
殿
橋
開
通

人

祝

　秋の訪れが感じられる童仙房高原で自然探索とブルーベリー狩り、そして木津川市加
茂文化センターでブルーベリーを使ったお菓子作りを体験してみませんか。
　昼食には、地元素材を使用した特別弁当をご用意しています。ぜひ、ご参加ください。
日　　時　平成24年9月29日㈯（雨天決行）　午前9時〜午後4時
募集人数　30名（先着順）
参 加 費　2,000円当日徴収（弁当代・保険料等）
申込期間　平成24年9月7日㈮〜9月21日㈮の午前8時30分〜午後5時15分
 （※土日祝を除く）
申 込 先　いづみ路観光協議会事務局（木津川市役所観光商工課）までお電話での申し

込みに限ります。　　TEL 0774-75-1216
そ の 他　◦集合場所等の詳細は、参加者に別途ご案内いたします。
　　　　　◦当日はブルーベリー狩りを予定していますが、生育状況によりブルーベ

リー狩りができない場合がありますので、ご了解願います。
　　　　　◦キャンセルする場合は、9月26日㈬までにご連絡ください。9月27日以後

のキャンセルや当日欠席の場合はキャンセル料が必要となりますのでご留
意願います。

主　　催　いづみ路観光協議会

安全を願い渡り初め▶
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　南山城村職員採用試験を次のとおり行います。

1．試験区分及び採用予定人数
試験区分 採用予定数 職務の内容
保育士 1 名 村長部局に勤務して、保育士業務等に従事します。

2．受験資格
〈保育士〉昭和58年4月2日以降に生まれた人で保育士の資格を有する人または平成25年3月末日まで

に取得見込みの人
※次のいずれかに該当する人は受験できません。
⑴　地方公務員法第16条の規定に該当する人
　　・成年被後見人又は被保佐人 ( 法改正の経過措置として準禁治産者を含む )
　　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人

3．試験の日時及び場所等
　試験は第1次試験及び第2次試験とし、第2次試験は第1次試験の合格者に対して行います。

区　　分 日　　　時 場　　　所 試　験　内　容

第1次試験 平成24年10月21日㈰ 
午前9時30分から 南山城村役場 教養試験・作文試験

保育士専門試験

第2次試験 平成24年11月中旬の予定 南山城保育園 面接試験・実技試験

※なお、第１次試験の結果については、11月9日㈮までに合格者にのみ通知します。
※第2次試験の日時等詳細については、第1次試験合格通知でお知らせします。

4．受験申込手続及び申込受付期間
⑴　申込用紙の請求

南山城村役場総務課に請求してください。
郵送による請求の場合は、封筒のおもてに「保育士採用試験受験申込書請求」と朱書きし、120円
切手を貼った郵便番号、宛て先明記の返信用大封筒（角２の大きさ）を同封して、総務課宛てに請
求してください。

⑵　申込手続きの方法
　　申込みは村から配布された受験申込書とともに、次の書面を添付して総務課へ提出してください。
　　《添付書類》　　１．履歴書　　　　　２．卒業又は卒業見込証明書
　　　　　　　　　３．成績証明書　　　４．資格証明書又は資格取得見込証明書（保育士）
⑶　受験申込受付期間

受付期間は、平成24年9月3日㈪から9月20日㈭までの土曜日、日曜日を除く執務時間中（午前
8時30分から午後5時15分まで）受付します。
ただし、郵送による申込はできませんのでご注意ください。

５．申込書及び履歴書の取扱い
　　受験申込みの際に提出いただいた申込書や履歴書等は返却等致しませんのでご了承ください。

６．採用予定日　　平成25年4月1日 ㈪

７．給与等　　 南山城村職員の給与に関する条例に基づき支給されることになっており、初任給
については、次のとおりです。

大学卒 短大卒 高校卒
採用時 172,200円 152,800円 140,100円

　上記の額は、平成24年4月1日現在の基本給です。
　なお、上記の金額は今後改定される場合があり、また、職歴などがある方はその経歴に応じて加算さ
れる場合があります。上記のほか、諸手当がそれぞれの支給条件に応じて支給されます。

８．問合せ　　〒619-1411 京都府相楽郡南山城村大字北大河原小字久保14-1
　　　　　　　　 　　　　　　 南山城村役場総務課　　TEL 0743-93-0102

南山城村職員採用試験案内（保育士）
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キ
ャ
ン
プ
場
で
は
鮎
の
塩
焼
き
の
販
売
、
午

後
一
時
か
ら
は
白
砂
川
の
一
画
で
魚
つ
か
み
大

会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
子
供
た
ち
と
保
護
者

の
方
が
開
始
の
合
図
と
共
に
イ
ワ
ナ
や
金
魚
を

追
い
か
け
、
魚
つ
か
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

笠
置
駅
周
辺
で
は
夜
店
が
開
催
さ
れ
多
く
の

お
子
さ
ん
が
金
魚
す
く
い
な
ど
の
遊
び
を
楽
し

み
大
人
も
食
べ
物
や
飲
み
物
、
そ
し
て
お
ま
つ

り
独
特
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

笠置夏まつり開催

　

午
後
八
時
か
ら
は
約
二
〇
〇
〇
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
笠
置
町
の

夜
空
を
様
々
な
色
で
染
め
上
げ
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
な
る
と
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
拍
手
と
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　

花
火
が
終
わ
る
と
帰
路
に
着
く
人

や
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
人
に
分
か
れ
夜

遅
く
ま
で
楽
し
ま
れ
、
今
回
の
夏
ま

つ
り
も
盛
況
の
内
に
終
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　8月4日㈯、今年も笠置夏まつり（主催：笠置夏まつり実行
委員会）が笠置キャンプ場周辺で開催され、約10,000人の
観光客で賑わいました。
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任
期
満
了
に
と
も
な
う
笠
置
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

を
、
十
月
十
六
日
㈫
告
示
・
十
月
二
十
一
日
㈰
投
票
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
ま
し
て
、
立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

立
候
補
予
定
者
、
ま
た
は
そ
の
代
理
の
方
は
ご
出
席
下

さ
い
。
な
お
、
出
席
者
は
一
候
補
者
に
つ
き
二
人
ま
で
と

し
ま
す
。

日　
　

時
：
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日
︵
金
︶

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

場　
　

所
：
笠
置
町
産
業
振
興
会
館
一
階
研
修
室

そ
の
他
： 

説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
代
表
の
方
は
、

必
ず
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
先
：
笠
置
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
︵
笠
置
町
役
場
総
務
財
政
課
内
︶

　
　
　
　
　

電
話 

〇
七
四
三 

│ 

九
五 

│ 

二
三
〇
一

笠
置
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
と
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
・
投
票
用
封
筒
を

請
求
し
、
交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
、
自
宅
等

現
存
す
る
場
所
で
記
入
し
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
郵
便
等
に
よ
り
送
付
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
選

挙
人
で
、
次
の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
方
、
又
は

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
が

「
要
介
護
５
」
の
方
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
利
用
す
る
に

は
、
先
に
﹃
郵
便
等
投
票
証
明
書
﹄
の
交
付
が

必
要
で
す
の
で
、該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

身
障
手
帳障　

害　

名

障
害
の
程
度

１
級

２
級

３
級

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機

能
の
障
害

○

○

×

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸

の
障
害

○

×

○

免
疫
・
肝
臓
の
障
害

○

○

○

上
肢
・
視
覚
の
障
害

○

×

×

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分

要
介
護
５

問
合
せ
先
：
笠
置
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
︵
笠
置
町
役
場
総
務
財
政
課
内
︶

　近頃、笠置町ではテレビ局及びテレビ管理センターを装いケーブルテレビから無線テレビへ
近く変更となるので振込先などを教えてくださいという連絡があります。
　笠置町では無線テレビへ移行するといった事実はありませんので、そのような連絡が来ても
通帳の番号や住所など、個人情報を絶対に教えないでください。
　もし、そのような電話や連絡がございましたら、消費生活センター、または笠置町役場まで
ご連絡ください。

■相楽消費生活センター	　TEL：0774-72-9955　FAX：0774-72-9933
	 毎週月～金曜日（祝・休日、年末年始除く）
	 午前9時～午後4時

笠置ケーブルテレビの防犯について
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敬老会のご案内敬老会のご案内

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

「N-1グランプリ」「N-1グランプリ」

平成 24年度 笠置町全国ご当地鍋フェスタ笠置町全国ご当地鍋フェスタ

12月 1日㈯
開催決定 !!

祝
・
米
寿

祝
・
米
寿

敬
称
略(

生
年
月
日
順)

男
性

森
　
本
　
　
　
繁

長
　
尾
　
研
　
一

女
性

ニ
　
滝
　
暢
　
子

北
　
口
　
き
み
子

金
　
谷
　
幸
　
子

今
　
中
　
純
　
子

奥
　
村
　
愛
　
子

前
　
川
　
シ
ヅ
子

森
　
　
　
千
代
子

日　時　　平成24年 9 月15日 ㈯　　午後1時～3時30分
　　　　　（式典）午後 1 時〜 2 時　　（演芸）午後 2 時〜 3 時 30 分

場　所　　笠置町産業振興会館

　8月16日㈭、今年も水難事故等でお亡くなりに
なった方の霊を慰め供養するために灯ろう流しが
開催されました。
　約800個の灯ろうが夜の木津川を流れていく幻
想的な風景を見るために多くの方が河川敷に集ま
りました。周りが暗くなり、視界が閉ざされ
ていく中、灯ろうに灯が灯され、幻想的な光
景が木津川の川面に広がっていきました。
　また、これから多くの人と繋がっていきた
いという思いを込めて　キズナデ　ツナゴウ
　カサギ（絆で繋ごう笠置）と描かれたキャ
ンドルワードが河川敷に並びました。

　7月24日㈫に全国ご当地鍋フェスタ実行委員会を立ちあげました。
　今年は、全国ご当地鍋フェスタ「N-1グランプリ」というイベント名で12月1日㈯に
開催することが決定しました。これからイベント開催に向け、様々な取り組みを行って
いきます。
　全国ご当地鍋フェスタ実行委員会事務局（笠置町役場企画観光課）
　TEL：0743-95-2301 

灯ろう流し
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和
束
町

•••••ご寄附ありがとうございました •••••
「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成24年7月）
 中　みゑ様	 奈良県奈良市　　	 10 , 0 0 0円
	 匿 名 希 望 	 京都府相楽郡精華町	 20 , 0 0 0円
ありがとうございました。
お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

七
月
二
十
四
日
㈫
、
主
要
地
方
道
木
津
信
楽
線
「
瓶
原
大
橋
」

の
開
通
式
典
が
、
木
津
川
市
と
和
束
町
の
共
同
開
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
典
に
は
、
京
都
府
や
両
市

町
の
関
係
者
ら
約
七
十
人
が
出

席
さ
れ
、
河
井
木
津
川
市
長
は

「
こ
の
橋
を
両
市
町
の
友
好
の

架
け
橋
と
し
て
末
永
く
大
切
に

し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
堀
和

束
町
長
も
「
同
橋
の
整
備
に
よ

り
両
市
町
が
力
強
く
繋
が
っ

た
こ
と
は
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
一
歩
」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
和

束
保
育
園
児
を
先
頭
に
渡
り

初
め
が
行
わ
れ
、
新
橋
の
完

成
を
参
加
者
全
員
で
祝
い
ま

し
た
。

八
月
の
人
権
強
調
月
間
に
向
け
、
二
十
七
日
㈮
、

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
白
栖
橋
交
差
点
付
近
で
人

権
啓
発
街
頭
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
権
啓
発
街
頭
活
動
は
部
落
解
放
人
権
政

策
確
立
要
求
和
束
町
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
人
権
擁
護
委
員
、
町
職
員

ら
あ
わ
せ
て
二
十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
大
変
暑
く
、
参
加
さ
れ
た

み
な
さ
ん
は
、
通
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
道
行

く
人
に
、「
和

を
束
ね
み
ん
な

で
つ
く
る
人
権

の
ま
ち
」
と
書

い
た
啓
発
標
語

入
り
の
付
箋
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
り
な
が
ら
人

権
尊
重
と
差
別

の
な
い
ま
ち
づ

く
り
を
訴
え
ら

れ
て
い
ま
し

た
。

和
束
の
玄
関
口 

　
 

瓶
原
大
橋
完
成

　

  
～
年
長
園
児
が
渡
り
初
め
～

開通を祝ってテープカット

年長園児 ( ぞうぐみ ) が渡り初め

人
権
尊
重
と

　
　

差
別
の
な
い

　
　

ま
ち
づ
く
り
に

　

～
人
権
街
頭
啓
発
活
動
～

8月は人権強調月間です
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和
束
町

　

七
月
十
四
日
㈯
、
和
束
保
育
園
で
は
、
夏
ま
つ
り
が

開
か
れ
、
園
児
た
ち
は
家
族
と
一
緒
に
夕
暮
れ
の
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
夏
ま
つ
り
は
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

子
ど
も
た
ち
に
お
祭
り
を
経
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
毎

年
開
か
れ
て
い
て
、
小
学
一
年
生
も
招
待
し
交
流
を
し

て
い
ま
す
。

　

い
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
園
庭
に

作
ら
れ
た
や
ぐ
ら
の
周
り
で
「
ち
び
っ
子
音
頭
」
を
楽

し
く
踊
っ
た
り
、
職
員
に
よ
る
人
形
劇
「
と
も
だ
ち
ほ

し
い
な
お
お
か
み
く
ん
」
を
見
た
あ
と
、
子
ど
も
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
を
保
護
者
と
一
緒
に
楽
し
そ

う
に
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
作
っ
て
遊

ぼ
う
」、「
迷
路
」、「
お
み

や
げ
」、「
喫
茶
」、「
保
護

者
会
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
加

え
て
ミ
ニ
電
車
が
園
庭
を

走
り
、
受
付
で
も
ら
っ
た

切
符
を
渡
し
う
れ
し
そ
う

に
ミ
ニ
電
車
に
乗
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
作
り
お
や
つ

と
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
ン

ド
ッ
グ
」
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ

て
も
楽
し
い
「
夏
」
の
ひ

と
と
き
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

七
月
二
十
一
日
㈯
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
町
民
合
同
学
習
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
学
習
会
は
、
最
近
の
青
少
年
の
実
態
を

探
り
、
問
題
点
を
分
類
、
課
題
を
明
ら
か
に
し

て
、
と
も
に
考
え
、
好
ま
し
い
人
間
関
係
、
社

会
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
和
束

町
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
連
絡
協
議
会
と
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
和
束
町

実
施
委
員
会
が
主
催
し
て

毎
年
こ
の
時
期
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。

学
習
会
で
は
、
連
絡
協

議
会
の
岡
橋
代
表
を
は
じ
め
、
堀
町
長
か
ら
の

挨
拶
、
ま
た
京
都
保
護
観
察
所
長
と
京
都
府
山

城
広
域
振
興
局
長
か
ら
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
啓
発
ビ
デ
オ
「
ロ
ス
ト
～
大

切
な
も
の
を
な
く
さ
な
い
で
」
が
上
映
さ
れ
、

薬
物
が
ど
れ
だ
け
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
危
険
か

を
訴
え
る
内
容
で
し
た
。

続
い
て
、
前
和
束
小
学
校
長
の
籠
嶋
利
幸
さ

ん
か
ら
「
子
育
て
と
地
域
社
会
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
、
長
年
の
小
学
校
教
諭
を
さ
れ
て

い
た
時
に
経
験
さ
れ
た
子
ど
も
の
問
題
を
と
り

あ
げ
、
子
は
親
の
思
う
と
お
り
に
は
な
ら
な
い

が
、
子
ど
も
は
親
を
よ
く
見
て
い
る
の
で
親
が

手
本
を
示
す
の
が
大
切
で
あ
る
。
子
育
て
に
は

褒
め
る
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

七
月
二
十
九
日
㈰
午
後
六
時
か
ら
和

束
運
動
公
園
で
商
工
会
女
性
部
主
催

の
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
in
わ
づ
か

二
〇
一
二
」
が
開
か
れ
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト

に
あ
わ
せ
て
、
和
束
町
防
犯
推
進
委
員
協

議
会
の
み
な
さ
ん
が
啓
発
活
動
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
安
心
で
安
全
な
地
域
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
と
、
啓
発
チ
ラ
シ
と
啓

発
物
品
の
配
布
、
そ
し
て
運
動
公
園
周
辺

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
犯
推
進
委
員
は
、
夏
休
み
、
年
末
、

祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
地
元
地
域
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
支
援
す
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
時
折
、
雷
が
鳴
る
お
天
気
で

し
た
が
、
雨
は
降
る
こ
と
が
な
く
、
防
犯

推
進
委
員
６
人
と
木
津
署
警
察
官
３
人

が
、
住
民
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て

暮
せ
る
よ
う
、「
出

か
け
る
時
は
家
の

鍵
を
か
け
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
な

が
ら
啓
発
物
品
の

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

出かける時は鍵をかけ忘れずに

ミニ電車出発進行

親は子どもに手本を示さ
ないといけません。

安
心
で
安
全
な
地
域
生
活
を

　

～
和
束
町
防
犯
推
進
委
員
協
議
会

　
　
　
　

啓
発
活
動･

パ
ト
ロ
ー
ル
～

子
育
て
は
褒
め
る
こ
と
が
大
切

　

～
第
六
十
二
回
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　

  

運
動
町
民
合
同
学
習
会
～

出
発
進
行

　

～
保
育
園
夏
ま
つ
り
～
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